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漁業の現場から見た802.11ahへの期待

小田原漁港



神奈川県の漁業の概要



定置網って、どのようなものなのか？

箱網
運動場

垣網

石橋定置漁場（小田原市）

国道135号線 東海道線

326m

定置網の模型（写真左）と実際に海に張りたてら
れている定置網（石橋定置）（写真右）



最近の水産業における動きについて
・生産量減少への歯止め、適切な資源の管理をしていればこ
れほど資源は減らなかった、このままでは漁業者は減ってい
く一方、欧米諸外国と比較して生産量が低い

水産庁は上記の課題を克服するため、次の政策を実施すると
した（トップダウン的な進め方）

→水産資源の適切な管理と水産業の成長産業化を両立させて、
漁業者の所得向上、年齢バランスの取れた就業構造を目指す
とした。

→このため、漁業法を一部改正（一部といっても大きな転換
を図った）した。この法律の改正は実に70年ぶり。

→資源管理に関しては、出口規制（アウトプットコントロー
ル）を強化していくこととしたことが大きな施策の大転換。



定置網の特徴と資源管理への対応
・海の中に網を張りたてて、魚が入るのを待って獲る。水
産資源にとっては、今までやさしい漁業と言われてきた。

・魚種や大きさの区別なく魚をたくさん獲ってしまう。小
さい魚まで獲ってしまうのは、資源に対して影響が大きい
のではないか・・・資源にとって優しいとは言えないとい
う批判が起きつつある。

→資源管理が強化され禁漁
とされた魚種が網に入った
場合、休漁するか漁具改良
して魚を逃がす手法をとる
しかない！

→難しいからできないとは
漁業者はもう言えない！



定置網をモニタリングする重要性
・どのような魚がどれくらい網に入ったか、事前に
知る。

→資源管理強化対象魚種なのか、魚の大きさ、魚の
数を知り、どのような操業をするか事前に準備でき
る。

・定置網漁場周辺の水温、流向・流速を知る。

→そもそも漁に出られる状況なのかどうかの判断が
事前にできる。

定置網の資源管理は、難しいができることから対
応する必要がある。定置網漁業のことを国内外に知
ってもらうことに努力をし、他産業や国民の理解・
共感を得ることが不可欠！

→定置網漁業を続けていくことが困難になる！



水産研究における802.11ahの重要性と期待
・定置網における利用

→強化される資源管理への対応（喫緊の課題！）

→効率よく操業する、労働時間の短縮（生産性の向上）

→セイフティネットの構築

・海洋シミュレーションするための利用

→今までできなかった（観測機器の設置が難しかった）ご
く沿岸域での観測や観測地点の増加によるより精度の高い
海洋シミュレーションができる！

・魚市場などでの利用

→魚は鮮度が重要で時間との勝負。漁獲した魚の情報をい
ちはやく送ることで、入札時間等を短縮できる可能性があ
り、その結果、消費者まで届く時間の短縮が可能！



・スマート水産業促進のための11ahへの期待
→陸上とは違い通信インフラが限られる海上では、通信技術
は、スマート水産業促進のためのキーテクノロジー。

→11ahは電波利用料が無料であり、ＩＥＥＥ規格で機器など
も普及しやすい！

→本県の場合、定置網までの距離も２Ｋｍ程度で、必要な情
報を得られるので、情報を得るタイミングを工夫すれば11ah
で充分！

→スマートフォン、タブレットなどの情報端末が11ahに対応
できればスマート水産業は、飛躍的に普及できる可能性が高
い！

→水産業の分野でもいろいろな有効な手段として、11ahを利
用できる可能性が高い！



ご清聴ありがとうございました。

流れの方向（遅い）→

流れの方向（速い）→

回流水槽実験装置


